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2021 年 5 月 31 日 

商 工 中 金 

特殊印刷技術を有するグラパックジャパン株式会社様に対して、 

民間金融機関等と協調し、総額9億1,000万円のシンジケートローン組成 

商工中金は、厳しい経営環境の中、企業価値向上に取り組む中小企業の皆さまを、民間金融

機関等と連携しながら、積極的にサポートしています。 

 

商工中金（押上支店）は、グラパックジャパン株式会社様（本社：東京都墨田区、代表者：

湯本 好英様）に対し、総額9億1,000万円のシンジケートローンを組成しました。本シンジケ

ートローンは、商工中金がアレンジャーを務め、三井住友銀行、日本政策金融公庫が参加し、

他の金融機関等との協調により、その組成が実現したものです。 

 

同社は、紙製のパッケージやディスプレイ、カードゲーム等の開発製造業者です。設計、デ

ザインからアッセンブリまで一貫して手掛け、裸眼で立体視が可能な3D印刷技術など、多数の

国際、国内特許を保有する等、多種多様なニーズに応えています。 

同社は、原材料費等の高騰を受け、厳しい状況を余儀なくされましたが、原材料の調達方法

の見直し等様々な経営合理化に向けた取組みを継続しています。 

 

商工中金は、工場訪問や経営者ヒアリングを通じた綿密な事業性評価を実施し課題を同社と

確認、生産設備の高度化と財務構造の見直しを中心とした中長期経営計画策定をサポート、同

計画を取引金融機関とも共有しました。また、商工中金は、本シンジケートローンによる長短

借入金の財務のリバランスに加え、財務改善に有効な資本性劣後ローンを提供するなど、協調

して財務基盤の強化に取り組んでいます。 

 

商工中金は、地域経済にとって必要不可欠な中小企業の価値向上を、民間金融機関等と連携

しサポートすることで、地域活性化に貢献してまいります。 

 

【本件シンジケートローンの概要】 

組 成 金 額 
9億1,000万円（タームローン5億6,000万円、 

コミットメントライン3億5,000万円） 

アレンジャー兼エージェント 商工中金       5億9,300万円 

参 加 金 融 機 関 
日本政策金融公庫   1億7,000万円 

三井住友銀行     1億4,700万円 

契 約 締 結 日 2021年3月23日 

【グラパックジャパン株式会社様の概要】 

所 在 地 東京都墨田区堤通2-7-38 資 本 金 1億円 

代 表 者 湯本 好英様 従業員数 126名（2021年5月時点） 

業 種 紙器製造業 設 立 1943年12月 

 

 


